
工組紹介 滋賀県印刷工業組合

　「淡海のいろ」プロジェクトは滋賀県立大学生活デザイン学科と連携し、
滋賀の生活や自然にある色を、「淡海のいろ」として選定、伝えていくもの
です。昨今、画一的なデジタル化によって、地域らしさが希薄になりつつ
あります。プロジェクトを通して、「淡海のいろ」を次世代に伝えていくこと
により、当組合の社会的意義を高めるとともに、色再現技術の研鑽を重ねる
ことを目的としています。
　当組合は２０２２年度より、プロジェクト会議を数回にわたり開催。滋賀
県立大学の除慧講師やコクヨ工業など、外部有識者を交えて様々な視点
を培いました。結果、２０２２年度には１２色、２０２３年度には１５色の「淡海の
いろ」を制定しました。１５色の内容は長浜市を表現する「神々の館（竹生
島）」、甲良町を表現する「穂波立つかわら（甲良米）」など様々で滋賀県
内１９市町を象徴する色を定めています。

　さぁ、はじまりました。全青協カポッドキャストにようこそ！
私は、全国青年印刷人協議会の議長を拝命しております。
大阪の新星印刷株式会社、西岡天芳です。
　さて、今回は、いよいよ始動開始！！全青協ブロック協議会
の日程のお知らせです！
　今期のブロック協議会は．．．なに～！？ 各地でコンテンツ
が違うだと！？
　めざせすべてのブロック協議会コンプリート！！ さて、
あなたは、生き残ることができるか。
　このページにポッドキャストQRコードを掲載しております
ので、是非ともアクセスして全青協の活動を身近に感じで
みてください！ それでは、続きは、カポッドキャストで。
　さよ～なら～。

再生突破!

カポッドキャスト
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　滋賀県印刷工業組合は、昭和25年に設立され、滋賀の印刷業界の活性化と、さらなる発展を目指し、
連帯の輪を拡大し、明日に向かって躍進を続けています。２０２２年からは、色に携わる産業として、滋賀県
の風土や自然、暮らしに根付いた伝統の色を未来に伝える「淡海 (おうみ）のいろ」プロジェクトを立ち
上げて活動しています。

■「淡海のいろ」プロジェクト

【商品化・展示イベント】
　当組合は今後、「淡海のいろ」のライセンスを提供し、
新たな商材を開発してもらうことを目標としています。
具体的な成果として、滋賀県に本社をおく流通王手
「平和堂」と文具メーカーのコラボ企画として、「母の
色」「親分」「でっちのおやつ」の３色の「淡海のいろ」を使
用した、万年筆用オリジナルボトルインクが商品化され
ました。２０２３年１１月、適切なライセンス提供のため、第
１６類および第３５類の区分で商標登録を申請し、２０２４
年７月に登録されました。
　「淡海のいろ」を披露する展示会も催され、２０２３年に
は滋賀県立美術館で「淡海のいろ」展を開催し、プロ
ジェクトの成果を出展。２０２４年に「淡海（おうみ）のいろ」
プロジェクトの展示イベントを無印良品ビバシティ彦根
で開催しました。イベントでは、２０２３年度に淡海のいろ
に追加選定された１５色を紹介しています。また、期間中
には滋賀県立大学の印南比呂志名誉教授によるトーク
イベントの他、週末を中心にワークショップも開催され
ました。開催期間がゴールデンウィークとも重なったた
め、多くの方が来場され、会場は大いに賑わいました。

【2025年に向けて】
　本プロジェクトの目標は、「淡海のいろ」を未来に伝え
ていくことです。２０２５年に滋賀県で開催されます第７９
回国民スポーツ大会での情報発信を基準に、各方面に
「淡海のいろ」が採用されるようにと活動をしております。
２０２５年は当組合設立７５周年を迎える記念すべき年で
もあります。設立から歩みを進めてきた当組合にとって
も大きな意義があるプロジェクトです。また、本プロ
ジェクトを通じて、組合員が「価値協創」へ、ベクトルを
合わせ、印刷業界の無限の可能性を追及していきます。
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くるぞ、ブロック協議会。

滋賀県立美術館での展示会

無印良品での展示会
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